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神戸市が当社開発の断層用水道鋼管を初採用 
～大きな断層変位に対しても送水機能を維持～ 

 
  

JFE エンジニアリング株式会社（社長：岸本純幸、本社：東京都千代田区）が

開発した「断層用水道鋼管」がわが国で初めて、神戸市が進める大容量送水管整

備事業に採用されましたのでお知らせします。 
 
この事業は、神戸市が阪神淡路大震災の教訓を踏まえ、既設送水トンネルのバ

ックアップ機能として送水管の二重化を図るものです。布設ルートには活断層が

存在するため、その対策として、一部に断層用水道鋼管が設置されます。断層用

水道鋼管が設置される奥平野工区の送水管布設工事は、当社が施工いたします。

これは既設シールドトンネル内に延長 2,384m にわたって口径 2,400mm の鋼管

を布設する工事です。 
 
断層用水道鋼管は活断層のずれに抵抗できるわが国で唯一の水道鋼管です。活

断層の極めて大きな変位を吸収するため、あらかじめ変形しやすい山形部を設け

ており、地震時にも亀裂や漏水を起こすことなく通水機能を確保することができ

ます。 
当社は、昨年 10 月に断層用鋼管の曲げ性能に関する公開実験を実施し、関係

官庁や水道事業体等から高い評価をいただきました。本年 9 月には日本水道鋼管

協会（WSP）の製品規格（WSP077－2012）に制定されています。 
 
当社は今後も、震災復興対策やその他地域における地震対策等に断層用水道鋼

管を積極的に営業展開し、防災インフラの整備に貢献してまいります。 
 

■受注工事概要 

１．発注者 ：神戸市水道局  

２．工事名 ：大容量送水管（奥平野工区）鋼管工事 

３．工事場所 ：神戸市中央区熊内橋通～兵庫区楠谷町 

４．工事概要 ：管径2,400mm×延長2,384mの鋼管を布設 

（既設シールドトンネル内） 

５．工  期   ：2012年11月～ 2014年3月（17ヶ月） 
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■断層用鋼管による変位吸収イメージ図 

 

      

 
 

 
 

■2011 年 10 月の公開実験の様子 

 
 

以上 
 

 

本件に関するお問合わせは下記にお願いいたします。 
ＪＦＥエンジニアリング株式会社 総務部広報室 

（変形前） （変形後） 


